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項　　目 予　算　額 概　　要

総 務 費 55 億 8,160 万円 市民活動や防犯、交通対策など

民 生 費 184 億 　730 万円 児童や障害者、高齢者福祉の充実など

衛 生 費 43 億 　352 万円 健診やごみ処理など

農林水産業費 21 億 9,482 万円 農業や林業、水産業の振興など

商 工 費 11 億 8,885 万円 商工業や観光の振興など

土 木 費 34 億 9,681 万円 道路や河川、公園の整備など

消 防 費 16 億 1,678 万円 消防や救急活動など

教 育 費 59 億 1,870 万円 学校や社会教育の施設整備など

公 債 費 57 億 4,290 万円 市の借金の返済

そ の 他 12 億 4,872 万円 議会費、労働費、予備費など

活力ある東近江市の創生

夢のある東近江市の創生

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

豊かな東近江市の創生

魅力ある東近江市の創生

　中心市街地への来訪を促すため、駐車場の
整備、まちなかの公園の芝生化、駅前観光交
流施設の運営などを行います。

　幼少期から身近な自
然の中でさまざまな体
験を通して、自然を大
切にするという価値観
や地域への愛着心を育
むため、里山保育を拡
充します。

　オンラインで各種行政手続きを受け付けるシステムの導入など、デジタル技術を活用して市
民生活の利便性を向上する取り組みを強化します。

　近江鉄道線の関連施設などを管理する（一社）
近江鉄道線管理機構に対し、運営に必要な費用
を負担します。

　能登川グラウンドの芝生拡張や散水設備整
備、伊庭内湖の自然環境調査や水草除去など
を行います。

中心市街地周辺整備 ４，６３７万円

里山保育の推進 ２６９万円

行政手続きのオンライン化の推進 ３９１万円

（一社）近江鉄道線管理機構負担金
２，７３７万円

国スポ・障スポ大会に向けた　　
　競技会場整備 １億２，１６２万円

　本市の豊かで多様性のある⾃然環境と魅⼒ある地域資源を最⼤限に生かし、「うるおいとにぎわい
のあるまち」の実現に向け、積極的予算が提案されました。議会では慎重に審議を⾏い、すべての
予算案を原案のとおり可決しました。その中から、今年度に取り組む重点施策の⼀部を紹介します。

令和５年度一般会計予算 目的別内訳 令和５年度一般会計予算

４９7億円

　「使用済みおむつ自園処理」「補聴器購入時助
成金」など市民の声に応えた施策は評価するが、
次の４点から予算案に反対します。
１、企業立地奨励金２億５，０７８万円には、
２兆円もの内部留保を持つ大企業も対象になっ
ており、体力のある大企業への奨励金はやめ、
市民の暮らしの支援に回すべきである。
２、（仮称）東近江市文化スポーツ学研ゾーン
構想実現までの総額が示されていない。人口減
少社会の中での大型開発であり、総額を示し市
民の判断を求めるべきである。
３、自衛隊員募集で対象者名簿の提出が予算化
されている。岸田政権の大軍拡推進の中、自衛
隊員が戦争に参加する可能性は増えている。市
民の命を守るのが自治体の使命であり、自衛隊
への対象名簿の提出はやめるべきである。
４、「空店舗改修支援事業」などの事業は特定
団体への加入が条件で、市内事業者の半数は対
象外となる。すべての事業者が対象となる公平
な施策にすべきである。

　令和５年度の一般会計予算は、中心市街地の
にぎわいの創出、農林水産業、商工業の振興を
はじめとして、豊かな自然や歴史文化を生かし
た観光施策や文化芸術・スポーツの振興、妊娠
から出産・子育ての支援、教育環境の充実、さ
らには都市基盤整備や公共交通機能の強化を図
るとともに、デジタル技術を活用した地方創生
の取り組みなどの重点事業が取りまとめられて
います。
　その総額は４９７億円の積極予算となります
が、税収の伸びや国・県の補助金の活用、合併
特例債の有効活用など財源にも考慮し「財政の
健全化の維持」を図りながら、今やらなければ
ならない施策を積極的に推し進められていま
す。本市が持つ地域資源を最大限活用し、まち
の魅力を高めることによって活力のある東近江
市の創生につながると期待するものです。市民
の皆さんが誇りを持ち安全で質の高い暮らしを
享受できるよう、強く豊かな東近江市の創生に
向けた行財政運営を実行していただけると確信
し、本案に賛成します。

令和５年度一般会計予算の討論

反　対　討　論賛　成　討　論

廣田　耕康  議員西﨑　 彰  議員

議会だより 0203 議会だより

新年度予算 新年度予算



代 表 質 問
　３月８日に５会派が代表質問を行いました。質問と答弁の概要

をお知らせします。また、議会ホームページでは、インターネッ

トによる動画配信も行っています。

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

複
合
ビ
ル
完
成

こ
れ
か
ら
は
・
・
・

国
ス
ポ
を
契
機
に

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
を

郷
土
愛
を
育
む
教
育
を

Q　
①
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
契
機

に
、
健
康
増
進
・
若
手
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

②
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
機
能
強
化

に
つ
い
て
の
計
画
は
。

A　
①
本
市
で
は
、
県
下
で
２
番
目

に
多
い
８
競
技
を
開
催
し
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
国
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
契
機
に
、
以
前
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た｢

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り｣

を
さ
ら

に
推
進
し
、
市
民
の
健
康
増
進
や
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
、
本
市
出
身
の
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
が
日
本
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、世
界
の
舞
台
で
も
活
躍
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
憧

れ
も
強
く
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
へ
の
支
援
な

ど
を
通
じ
て
、
幼
少
期
か
ら
運
動
に

親
し
む
機
会
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
裾
野
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ

ー
ツ
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
未
来
の

Q　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
複
合
ビ
ル
の
完
成
に

よ
る
効
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
評
価
は
。

A　
人
口
11
万
人
余
り
を
擁
す
る
本

市
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
買

い
物
や
飲
食
、
余
暇
活
動
な
ど
で
一

日
中
楽
し
く
過
ご
せ
る
核
と
な
る
エ

リ
ア
が
必
要
で
あ
る
と
の
強
い
思
い

で
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
複
合
ビ
ル
の
完
成
は
、

中
心
市
街
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な

る
建
物
と
し
て
、
市

内
外
の
皆
さ
ん
に
目

に
見
え
る
形
で
の
ま

ち
の
変
化
を
明
確
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
が
一
番
の
効
果

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
へ
の
評

価
と
し
て
は
、
平
成

29
年
の
中
心
市
街
地

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
②
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会
場
と

な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
グ
レ
ー
ド

の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
と
な
る
よ
う

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
市
内
に
数

多
く
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
快
適

に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
優
先

度
を
見
極
め
、
順
次
改
修
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、（
仮
称
）東
近
江

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
学
研
ゾ
ー
ン
構
想

で
は
、
施
設
の
新
設
や
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
以
前
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
し
、
懸
命
に

取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
こ
こ
数
年

で
少
し
ず
つ
具
体
化
し
て
き
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
中
心
市

街
地
活
性
化
へ
の
思
い
は
、
よ
り
一

層
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
々
が
集
い
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
中

心
市
街
地
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き

精
力
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

Q　
「
夢
の
あ
る
東
近
江
市
の
創
生
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
現

実
に
目
を
向
け
、
若
者
の
所
得
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
少
子
化
対
策
は
。

A　
若
者
の
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
に
対
す
る
夢
や
希
望
を
か
な

え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
若
者
が
仕
事

に
就
き
、
経
済
的
な
安
心
感
を
持
つ

こ
と
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
い
世
代

の
正
規
雇
用
と
賃
金
の
引
き
上
げ
が

特
に
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
若
者
の
働
く
場
を
確
保
す
る
た
め
、

今
後
も
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
内
事
業
所
に
対

し
国
、
県
が
行
う
正
規
雇
用
の
確
保

対
策
や
賃
上
げ
な
ど
に
関
す
る
施
策

の
情
報
を
い
ち
早
く
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

Q　
子
育
て
、
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
、
里
山
保
育
を
中
心
と
し
た

新
し
い
施
設｢

布
引
の
森｣

が
担
う

役
割
や
今
後
の
活
用
は
。

A　
里
山
は
、
燃
料
革
命
以
前
は
日

々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
森
林
資

源
採
取
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ

の
結
果
と
し
て
多
様
な
生
態
系
が
維

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
薪
や
柴
を
得
る
と
い
う
実
利
的
な

恩
恵
以
上
に
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は

四
季
折
々
の
里
山
の
中
で
過
ご
し
た

時
間
が
大
人
に
な
っ
て
も
心
に
焼
き

付
く
原
風
景
と
な
り
、
そ
れ
が
地
域

へ
の
愛
着
の
源
に
な
る
と
と
も
に
、

生
き
る
力
を
育
む
一
助
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
布
引
の
森
を
整
備
し
た
目
的
は
、

里
山
の
中
に
子
ど
も
た
ち
が
入
り
動

植
物
に
触
れ
な
が
ら
尾
根
や
谷
を
歩

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

青
山　

孝
司

駅前複合ビル

国スポの会場となる布引グリーンスタジアム

完成した布引の森

代表質問
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Q　
（
仮
称
）
黒
丸
Ｓ
Ｉ
Ｃ
設
置
と
、

そ
の
周
辺
の
道
路
整
備
、（
仮
称
）

東
近
江
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
学
研
ゾ
ー

ン
構
想
に
か
け
る
市
長
の
思
い
は
。

A　
近
畿
圏
、
中
京
圏
さ
ら
に
は
北

陸
圏
を
結
ぶ
交
通
の
重
要
な
結
節
点

に
位
置
す
る
本
市
の
地
理
的
優
位
性

を
生
か
し
て
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
図

る
た
め
の
重
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
国
や
県
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
連
携
し
、
令
和
９
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
着
実
か

Q　
令
和
７
年
秋
に
滋
賀
県
で
２
度

目
と
な
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
る
。
本
市
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
ボ

ク
シ
ン
グ・軟
式
野
球・ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
カ
ヌ
ー
・
ゴ
ル
フ
・
自
転
車
・

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
主
会
場

と
な
る
。

　
令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
国
ス
ポ

・
障
ス
ポ
競
技
会
場
施
設
整
備
事
業

に
９
１
８
２
万
円
、
大
会
推
進
事
業

Q　
議
案
第
13
号
「
東
近
江
市
事
務

分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
、

①
市
民
環
境
部
お
よ
び
健
康
福
祉
部

を
改
め
、新
た
に
市
民
部
、環
境
部
、

健
康
医
療
部
お
よ
び
福
祉
部
を
設
置

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
改
編
理
由
と

新
し
い
組
織
へ
の
思
い
は
。

②
改
編
さ
れ
る
部
局
は
窓
口
業
務
が

多
く
、
混
乱
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
さ
れ
る
。
来
庁
す
る
市
民

へ
の
案
内
お
よ
び
対
応
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

A　
①
今
回
の
組
織
改
編
は
、
総
合

計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
市
政
の
課

題
に
一
層
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、

政
策
お
よ
び
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進

を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　
各
部
の
専
門
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
意
志
決
定
の
迅
速
化
を
図
り
、

各
施
策
を
強
力
に
推
し
進
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

②
市
役
所
本
館
と
新
館
の
正
面
玄
関

に
庁
舎
の
案
内
表
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
一
人
一
人
が
親
切
丁
寧

な
応
対
を
心
掛
け
、
来
庁
者
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

早
期
に
実
現
可
能
な
事
業
や
優
先
度

の
高
い
事
業
か
ら
着
手
し
、
段
階
的

に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
な
い
か
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
近
江
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
や
手
法
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
構
想
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
ま
す
。

つ
迅
速
に
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
渋
滞
な
ど
の
地
域
課
題
や

地
域
の
利
活
用
を
見
据
え
た
周
辺
道

路
の
整
備
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、（
仮
称
）東
近
江
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
学
研
ゾ
ー
ン
構
想
の
検

討
の
中
で
周
辺
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
布
引
エ
リ
ア
に
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
施
設
が
集
積
し
て
お
り
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
な
ど
、

今
後
よ
り
一
層
の
機
能
強
化
が
期
待

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、（
仮
称
）黒

丸
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
相

乗
効
果
を
発
揮
し
、
布
引
エ
リ
ア
全

体
の
発
展
を
考
え
る
べ
く
構
想
策
定

の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を｢

文
化
ス
ポ
ー
ツ
学
研
ゾ

ー
ン｣

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
未
来
に
劇
的
な
変
化
を
も
た

ら
す
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
た

い
へ
ん
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
構
想
で

あ
る
た
め
、全
体
像
を
考
え
な
が
ら
、

に
３
０
１
５
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

　
令
和
７
年
の
本
大
会
開
催
に
あ
た

っ
て
、
こ
の
期
を
逃
さ
ず
ス
ポ
ー
ツ

熱
を
上
げ
大
会
を
盛
り
上
げ
る
と
同

時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
場
と
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、

①
令
和
５
年
度
で
会
場
施
設
整
備
は

完
了
す
る
の
か
。

②
大
会
推
進
事
業
の
内
容
は
。

A　
①
本
大
会
が
開
催
さ
れ
る
令
和

７
年
度
ま
で
継
続
し
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。

②
主
に
先
催
県
へ
の
視
察
経
費
や
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
、
本
大
会
開
催
に
向

け
た
競
技
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
設
計

業
務
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
こ
の
大
会
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
市
広
報
紙
や

新
聞
広
告
へ
の
掲
載
、
特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
や
啓
発
看
板
の
作
成

な
ど
、
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
改
編
で
新
た
に
設

置
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

以
前
か
ら
総
合
案
内
に
２
名
の
職
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
一
昨
年
か
ら
新
館
１
階
に

フ
ロ
ア
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
、

知
識
や
経
験
豊
富
な
再
任
用
職
員
を

配
置
し
て
、
円
滑
な
対
応
や
案
内
に

努
め
て
い
ま
す
。
来
庁
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
戸
惑
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
適
切
な
対
応
に
心
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

の
実
現
」
に
向
け
た
職
員
の
総
合
力

の
発
揮
に
つ
い
て
市
長
の
思
い
は
。

A　
副
市
長
の
定
数
改
正
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
多
岐
に
わ
た
る
取

り
組
み
を
深
化
さ
せ
、
本
市
の
成
長

に
つ
な
が
る
政
策
の
さ
ら
な
る
推
進

や
課
題
の
円
滑
な
解
決
を
図
る
た
め
、

定
数
を
２
人
以
内
と
し
た
も
の
で
す
。

　
継
続
中
の
施
策
を
円
滑
か
つ
迅
速

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
大
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、

新
た
に
選
任
す
る
副
市
長
に
は
、
現

副
市
長
と
分
担
し
な
が
ら
、
重
要
施

策
推
進
の
指
揮
監
督
を
担
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
組
織
の
改
革
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
の
市
民
環
境
部
と
健
康
福

祉
部
を
改
編
し
、新
た
に
「
市
民
部
」

「
環
境
部
」「
健
康
医
療
部
」「
福
祉

部
」
の
４
部
を
設
置
し
ま
す
。
各
部

の
専
門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
意

志
決
定
の
迅
速
化
を
図
り
、
さ
ら
な

る
施
策
展
開
を
推
し
進
め
て
い
き
ま

す
。

Q　
副
市
長
２
名
制
と
行
政
組
織
改

革
に
よ
る
「
強
く
豊
か
な
東
近
江
市

文
化
ス
ポ
ー
ツ
学
研
ゾ
ー
ン

構
想
と
は

副
市
長
２
名
制
の
目
的
は

近
づ
く
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

組
織
改
編
の
目
的
は

太
陽
ク
ラ
ブ

安
田　

高
玄

き
、
そ
の
し
ん
ど
さ
や
そ
れ
を
上
回

る
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
里

山
の
豊
か
さ
や
価
値
を
肌
で
感
じ
、

五
感
を
磨
き
、
達
成
感
を
味
わ
う
と

い
う
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
重
要

な
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
同
時
に
森
林
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
環
境
の
価
値
を
社
会
全
体
が
見
失

い
か
け
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
あ

ら
た
め
て
森
林
資
源
の
再
評
価
や
生

物
多
様
性
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
と
し
て
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Q　

昨
年
岸
田
政
権
は
従
来
の
「
専

守
防
衛
」
を
１
８
０
度
転
換
し
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
５
年
間
で

43
兆
円
の
軍
事
費
拡
大
を
含
む
安
保

３
文
書
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
日
本
が
世
界
第
３
位
の
軍
事
大
国

に
な
り
、
ト
マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
４

０
０
発
を
導
入
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の

軍
事
的
緊
張
を
高
め
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
、
敵
基
地
攻
撃
は
相
手
国

の
報
復
攻
撃
を
呼
び
日
本
が
大
き
な

被
害
を
受
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

防
衛
大
臣
も
一
般
論
と
し
て
認
め
て

い
る
。「
戦
争
は

絶
対
に
ア
カ
ン
」

は
す
べ
て
市
民
の

願
い
で
あ
る
。

①
「
戦
争
を
起
こ

さ
せ
な
い
外
交
努

力
」
こ
そ
政
治
の

責
任
と
考
え
る
が
。

②
今
回
の
閣
議
決

定
に
よ
っ
て
、
日

Q　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
考
え
は
。

②
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
概

要
お
よ
び
策
定
時
期
は
。

③
脱
炭
素
先
行
地
域
の
選
定
を
受
け

る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

A　
①
環
境
・
経
済
・
社
会
に
配
慮

し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
お
い

て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
よ

う
、政
策
展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
策
定
内
容
、
時
期
は
未
定
で
す
。

③
全
国
で
１
０
０
箇
所
と
い
う
狭
き

門
で
あ
る
上
、
民
間
事
業
者
と
の
共

同
提
案
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
選

定
を
受
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　

福
祉
枠
組
の
一
体
化
に
つ
い
て

①
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
実
施

計
画
の
策
定
時
期
は
。

②
重
層
的
支
援
の
新
た
な
事
業
は
。

③
部
局
横
断
の
対
応
や
調
整
機
能
は
。

Q　
出
産
後
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の

子
育
て
を
し
て
い
る
母
親
が
、
も
っ

と
も
孤
立
し
が
ち
で
支
援
を
手
厚
く

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
見
守
り
お
む
つ
宅
配
便
事
業
の
２

歳
ま
で
の
拡
大
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
本
市
の
見
守
り
お
む
つ
宅
配
便

事
業
に
お
い
て
は
、
見
守
り
の
部
分

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
１
歳
以
降
も
自
宅
で
育
児
を
さ
れ

て
い
る
家
庭
へ
の
見
守
り
は
、
引
き

続
き
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
、
継
続
的

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が

出
て
き
た
。
自
衛
官
募
集
に
際
し
、

県
下
の
自
治
体
で
は
対
象
と
な
る
名

簿
の
閲
覧
や
提
供
を
し
て
い
な
い
市

町
が
あ
る
が
、
本
市
も
協
力
を
止
め

る
べ
き
で
は
。

A　
①
現
在
の
平
和
な
生
活
を
維
持

す
る
た
め
、
政
府
に
は
平
和
と
安
定

の
た
め
の
外
交
努
力
を
続
け
て
も
ら

う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

②
自
衛
隊
法
な
ど
で「
防
衛
大
臣
は
、

自
衛
官
募
集
に
関
し
、
市
町
村
長
に

対
し
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
防
衛
大
臣
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば

協
力
し
ま
す
。

A　
①
令
和
５
年
度
に
策
定
し
ま
す
。

②
包
括
的
な
多
機
関
協
働
事
業
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
を
通
じ
た
継
続
的

支
援
事
業
、
社
会
資
源
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
定
着
と
い
っ
た
社
会
と
の
つ

な
が
り
づ
く
り
や
新
た
な
社
会
資
源

の
創
出
な
ど
の
参
加
支
援
事
業
で
す
。

③
多
機
関
協
働
推
進
会
議
を
開
催
し
、

分
野
を
超
え
た
連
携
体
制
の
構
築
を

進
め
ま
す
。

Q　
地
域
の
高
齢
者
の
方
が
最
も
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
移
動
手

段
に
つ
い
て
で
あ
る
。
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

移
動
支
援
は
、
人
材
確
保
や
資
金
面

な
ど
課
題
が
多
い
。
本
市
と
し
て
の

支
援
は
な
い
の
か
。

A　
高
齢
者
の
移
動
支
援
は
、
高
齢

者
福
祉
の
重
要
な
施
策
と
捉
え
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促
進
、
市
社
協
と
連
携
し

た
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
で
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
買
い
物
や
通
院
な

ど
の
移
動
支
援
を
介
護
保
険
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
に
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

Q　

日
本
の
出
生
数
は
１
９
９
８
年

１
２
０
万
人
、
２
０
１
５
年
１
０
０

万
人
、
２
０
２
２
年
80
万
人
と
激
減

し
、
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
て

い
る
。
少
子
化
の
克
服
は
社
会
全
体

の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

①
少
子
化
対
策
と
し
て
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

②
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
の
一
番
は
、
若
者
世
代
の

所
得
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

国
が
派
遣
労
働
者
や
非
正
規
雇
用
を

増
や
す
施
策
を
転
換
し
、
労
働
は
正

規
雇
用
が
当
た
り
前
、
８
時
間
労
働

で
暮
ら
し
て
い
け
る
賃
金
状
況
を
つ

く
る
こ
と
が
不
可
欠
で
は
。

③
子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
の
学
校

給
食
無
償
化
と
高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
が
今
全
国
で
広
が
っ
て

い
る
。
学
校
給
食
無
償
化
は
昨
年
全

国
２
５
６
自
治
体
に
広
が
り
、
東
京

都
で
は
４
月
か
ら
８
区
で
新
た
に
行

わ
れ
る
。　

　
こ
の
２
つ
の
施
策
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
国
や
県
に
強
く
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
本
市
で
も
実
施
し
こ
の
流

れ
を
加
速
す
べ
き
で
は
。

A　
①
少
子
化
対
策
は
市
町
単
位
で

な
く
、
国
、
県
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
で
構
築
す
べ
き
も
の
で
す
。
本
市

と
し
て
は
引
き
続
き
若
い
世
代
の
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
へ
の
き

め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
若
者
世
代
が
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
に
は
正
規
雇
用
と
賃
金
の
引

き
上
げ
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
給
食
費
は
法
令
上
保
護
者
負
担
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
受
益
者
負
担
の

原
則
か
ら
国
や
県
に
要
望
し
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は

国
や
県
が
責
任
を
も
っ
て
制
度
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
市
独
自
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
議
員
団

廣
田　

耕
康

戦
争
を
さ
せ
な
い
外
交
が

政
治
の
責
任

少
子
化
対
策
を
急
げ

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

新
政
無
所
属
の
会

井
上　

 

均

公
明
党

竹
内　

典
子

しんぶん赤旗より

しんぶん赤旗より

09 議会だより

代表質問

議会だより 08

代表質問



太郎坊宮の観光価値について、①「東近江市
の財産」としての価値は。②観光資源として

の磨き上げと活用は。③駐車場とトイレ整備の概要
は。

①奥深い歴史的な価値や素晴らしい観光資源
としての価値を有しているものと認識してい

ます。②広域的なつながりや、他の施設と連携し活
用を図る必要があると認識しており、太郎坊宮と他
の観光施設や飲食店などをつなぐことで磨き上げに
なるものと考えています。③小脇地区の土地改良事
業によって用地を確保することとしています。場所
は参道近くで、面積は約６，０００㎡、一般車と観
光バスの駐車場に加え観光トイレが必要ではないか
と考えています。

近江鉄道・路線バス通学利用促進補助金の目
的と期待される効果、今後の活用は。
中高生の通学利用拡大を図ることが目的で
す。通学費用を軽減し、電車やバス利用の習

慣化、将来にわたる利用者の確保を図りたいと考え
ています。

オーガニック給食の実現に向けて、①有機米
の導入についての見解は。②有機農業産地づ

くり推進事業（オーガニックビレッジ）についての
見解は。

①本市の学校給食では、市内産の環境こだわ
り米を１００％使用し安全性を確保していま

すので、現在のところ有機米の導入は考えていませ
ん。②本市においても、生産団体や県などと議論を
始めましたが、栽培技術の改良や体系化、有機生産
ほ場の団地化や指導体制の構築など多くの課題があ
ることから、オーガニックビレッジへの取り組みは
見送りました。

障害児スポーツの振興について、①相談窓口
の体制は。②拠点整備に対する市の支援は。
①スポーツ課が担当しており、相談内容に応
じ、専門的な知識を有する関係機関や団体と

連携し、課題解決に向けたサポートを行っています。
②拠点整備を検討されている団体から相談があれ
ば、しっかりと対応していきます。

子ども食堂について、①行政としての支援は。
②子ども食堂をどのようにとらえているのか。
①県や市の社会福祉協議会の支援や民間の助
成制度もあるため直接的な支援は行っていま

せんが、相談窓口である市の社会福祉協議会と連携
を図り、国や県からの情報提供を行っています。②
地域や民間の福祉団体などによる自主的な運営で展
開されている共助をもとにした取り組みであり、尊
重すべきものと考えています。    　

布引の森の管理および運営方法は。

施設の機能を十分に発揮できるよう市の直営
管理とし、環境教育など専門的な知見が必要

な事業については、業務委託を行うことで、学校な
どの団体受入れやイベントの実施を予定しています。
　平地の河辺林を生かした河辺いきものの森と、起
伏のある里山の典型的な姿を見せる布引の森とをあ
わせて活用することで、他市町にない重層的な里山
の活用ができるものと考えています。

延命公園再整備計画について、①過去の意見
交換会における意見、結果は。②今回の整備

構想策定により再整備がどこまで進むのか。
①平成２９年度に４回の意見交換会を開催
し、自治会、まちづくり協議会、子育てサー

クル参加者などから整備に必要な機能や配置、安全
性、今後の公園のあり方などについてご意見をいた
だきました。これらの意見を反映し、八日市駅周辺
地域基本構想・整備方針の策定ができました。②現
行の基本構想・整備方針をもとに、落石などの安全
対策や延命荘跡地の取り扱いなど、新たな検討項目
を加え、より具体的な内容を検討していきます。

特定外来生物の駆除、生態系の回復について、
組織的な連携と補助金などの仕組みが必要と

考えるが市の見解は。
市役所内で情報共有し、関係課へ情報提供を
行い、県とも連携し、駆除および生態系の回

復に努めます。また、補助金などの支援は、県や近
隣市町の動向を注視しながら研究していきます。

健康寿命を延ばすためのがん対策について、
①がん検診受診率向上のための啓発活動は。

②健康ひがしおうみ２１（第４次）計画策定に向け
た事前調査の内容や結果の活用は。

①検診対象者全員に受診勧奨はがきの送付や
健康ガイドブック、市広報紙、各地区まちづ

くり協議会の広報紙、東近江スマイルネット、市ホー
ムページ、新聞などによる啓発を実施しています。
②２０歳以上の３，０００人を対象に実施し、４６．
９％の回答率でした。過去１年間のがん検診の受診
状況は、検診対象年齢の男性で３割から４割、女性
では約半数が「受けていない」と回答されています。
受けていない理由は「検診の日時や場所が自分の都
合に合わない」「費用がかかる」「面倒だから」など
の回答が多くありました。
　健康意識調査の結果については、現在の第３次計
画の評価に活用するとともに、第４次計画策定に反
映させていきたいと考えています。

Q

Q

Q

Q Q

Q

Q
Q

Q

A

A

A

A
A

A

A
A

A

東近江市民クラブ

鈴木　則彦

一 般 質 問

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

　３月９日、１０日に１７人が一般質問を行いました。質問と答

弁の概要をお知らせします。また、議会ホームページでは、イン

ターネットによる動画配信も行っています。

東近江市民クラブ

浅居　 笑

東近江市民クラブ

森田　德治

東近江市民クラブ

山本　直彦

東近江市民クラブ

和田　喜藏
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東近江市民クラブ

西澤　由男

東近江市民クラブ

市木　 徹

東近江市民クラブ

森　 鉄兵

東近江市民クラブ

西﨑　 彰

東近江市民クラブ

西村　和恭

新政無所属の会

中村　和広

野口謙蔵、外村繁および近江商人について、
①アーティストインレジデンス事業の概要

は。②野口謙蔵の生家を芸術家の逗
とうりゅう

留施設として改
修し活用する考えは。③外村繁原作の舞台『鵜の声
がきこえる』は、劇中でガリ版にも触れ、まさに東
近江所

ゆ か り

縁の演劇である。秋季芸術祭や市政２０周年
記念に上演してはどうか。

①野口謙蔵記念館を改修し、公募した作家が
地域交流の中で創作活動を行い文化振興を目

指す事業です。レンタルアトリエとしても貸し出す
計画です。②今回は生家の改修工事は含みませんが、
今後事業の状況を見て検討します。③本市には優れ
た文化芸術を生み出す風土があることを市民に知っ
ていただくまたとない絶好の機会になると考えます
ので、今後多くの市民が演劇を鑑賞できるよう検討
していきます。

「森の文化博物館」ではなく「山の文化博物館」
の方がふさわしいと考えるが、市の見解は。
あくまで仮称であり、5 年度の博物館基本計
画の策定の中で目的に沿った名称を検討して

いきます。

私自身がアキレス腱を切ったことで、松葉づ
えと車椅子生活を経験した。あるコミュニテ

ィセンター入口にあるスロープの幅、勾配は、車椅
子で入るには使い勝手が悪いと感じた。
　公共施設のユニバーサルデザインやバリアフリー
について、スロープ規格に則った整備をされている
が、スロープの使い勝手が悪いと感じるコミュニテ
ィセンターはあるのか。

すべての施設のスロープは「だれもが住みた
くなる福祉滋賀のまちづくり条例」に基づく

施設整備マニュアルを基準に設置しています。
市の総合計画では、コミュニティセンターの
適正な管理運営について、「老朽化が進行し

ている施設があり、計画的な改修が必要」とされて
いるが、令和５年度予算では、コミュニティセンタ
ーの建替え、改修の計画はあるか。

湖東コミュニティセンターの改修工事、市辺
コミュニティセンターの改築設計の経費を予

算計上しています。

今議会に提案された開発許可の基準等に関す
る条例の一部を改正する条例案について、市

街化調整区域内の開発行為の用途に、分譲住宅、賃
貸住宅、共同住宅を追加した目的は。

分譲住宅の開発行為は、自治会や市民から「若
者や子育て世代が集落内に住み続けることが

できる住宅地の開発ができないか」といった要望も
あり、集落内に住み続けたいと思える優良な住宅地
を形成することで、流出抑制と定住化を図れるので
はないかと追加しました。
　賃貸住宅については、空家の所有者が自己用住宅
を賃貸住宅に用途変更できるようにして、これまで
以上に空家を利活用できるようにするためです。
　共同住宅については、市街化調整区域の若者が、
集落を離れて共同住宅に転居している傾向があるこ
とから、少しでも集落に残ってもらえるように追加
しました。戸建住宅だけでなく、共同住宅という選
択肢を増やすことで、集落外からの人の増加にもつ
ながるのではないかと期待しています。

公共施設などを整備する際に、長期にわたる
財政の平準化と市民サービスの向上を考えれ

ば、民間活力・民間資金の導入、すなわちＰＦＩは
不可欠である。ＰＦＩについてどこまで研究してい
るのか。
　また、市が民間活力を導入するなら資金ファンド
をはじめ、さまざまな民間情報を得る必要がある。
本市の情報収集能力に対する所見は。

今後ますます厳しくなる財政状況の中、大規
模なプロジェクトや施設の整備に当たって、

有効な手法であるかどうか考える必要があることか
ら、関係施設への視察やその手法に係る情報収集に
努め、最適な整備、管理運営方法について研究を行
っているところです。
　市の情報収集については、情報の大切さを強く意
識をしており、随時各部署において各種施策に係る
情報収集に努め、得られた情報については横断的に
共有を行い、施策の推進にあたっています。

１月の大雪による影響について、①ＪＲ能登
川駅で普通電車が約１０時間足止めとなった

が、乗客に対する本市の対応は。②水防と同様に、
組織的に対応する雪寒体制を整える必要があるので
は。

①１月２５日早朝にＪＲ西日本に連絡を取り、
帰宅困難な乗客約１００人が車両内に残され

ていること、乗客や運転手に体調不良者がいないこ
と、ＪＲ西日本として特に支援の必要はないことを
確認しました。また、能登川消防署へ駅の状況を報
告し、体調不良者が出た場合は、すぐに緊急搬送で
きるよう情報共有を図りました。さらに、やわらぎ
ホールを緊急休養所として確保し、帰宅困難者の受
入れ準備を行いました。②道路の積雪や凍結の恐れ
がある場合に、本庁および支所で雪寒配備体制を構
築しています。さらに大雪により道路交通機能のま
ひや家屋の倒壊など、市民の生命財産やライフライ
ンに被害がおよぶ恐れがある場合には、地域防災計
画に基づき風水害と同様に災害警戒体制へ移行する
ことになっています。

農業のひとつの手法である有機農業という分
野を今後の望ましい農業として国が公的に推

奨する理由や根拠を理解できる農家は少ないのでは
ないか。本市における「みどりの食料システム法」
についての見解は。

国がみどりの食料システム戦略で定めるよう
に、有機農産物を求める消費者ニーズは年々

高まりを見せており、将来的には本市においても、
有機農業の取組面積を拡大していく必要があると認
識しています。しかし、現段階においては栽培技術
の改良や機械による体系化、指導体制の構築など多
くの課題があることから、これらの解決が必要と考
えています。引き続き地域特性を生かした有機農業
産地づくりについて検討をしていきます。

耕畜連携について本市の見解は。

化学肥料の高騰が長期化する中で、県内にお
ける未利用の堆肥の活用が求められているこ

とから、堆肥のペレット化など、その広域利用など
について県やＪＡとともに検討していきます。

Q

Q

Q
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太陽クラブ

辻　 英幸

日本共産党議員団

山中　一志

無会派

大洞　共一

日本共産党議員団

田郷　 正

太陽クラブ

櫻　 直美

公明党

吉坂　 豊
御園地区のまちづくり懇談会で、市長は「コ
ストコは、土地を買うことによって、ずっと

ここで続ける。住民の一人、市民の一人として営業
をさせていただくというスタンスに大きく変わるよ
うになった、迷惑施設にはなりえない。外資系では
ありますが、そういう配慮もしているようですので、
私どもがコントロールできるような形での位置づけ
に持っていきたいと思っています」と述べられてい
たが、どういった対応をしていくのか。

コストコとは、商工観光部が全ての交渉窓口
になっており、さまざまな要望を伝えていま

す。市の振興、地元との協力などさまざまなお話を
させていただいています。また、現場については新
たに店長が採用されますので、現場で協議すること
も含めて窓口になって対応していきます。
　今後、市域が発展していくうえで、必要なことに
ついては、出来る限り市が窓口になって話をしてい
きたいと思います。

２０２３年度予算案の中身は、企業支援優先
と大型公共事業中心の予算編成となっている。

　企業立地促進に２億５，０７８万円、雇用促進に
３，７１０万円。中心市街地活性化周辺整備、用
地購入に９，３１５万円、延命公園再整備構想に
７００万円、八日市駅前の専門職大学設置補助に
１億９，６５０万円（市有地２０年間無償貸与）。（仮
称）森の文化博物館基本計画策定に５００万円、国
民スポーツ大会８競技開催に１億４，８７０万円、

（仮称）黒丸ＳＩＣ設置推進に１億１３０万円など。
企業支援や大型公共事業推進から子育てや市民福祉
充実の施策へ切り替えていくべきでは。

行政の行う施策の多くは福祉の増進に繋がる
ものです。インフラ整備、企業誘致による就

労や買い物の機会創出なども市民の暮らしの充実に
資するもので、子育て支援や高齢者、障害者福祉の
充実、医療体制の構築などソフト事業にも全力で取
り組んできました。今後もハード・ソフト両面から
住民の福祉の増進につながる施策を講じていきます。

Q

Q

A

A

昨年末に三重県四日市市がふるさと寄付額
５，０００万円に対し、他市町へのふるさと

寄付による市民税の控除額が８億５，０００万円に
もなり、結果８億円の赤字との発表がニュースに
なった。これを対岸の火事と聞き流すことなく、本
市のふるさと寄付がどうあるべきかを問う。①今年
度の本市のふるさと寄付の予想額は。②直近３年の
他市町へのふるさと寄付による市民税控除額の推移
は。③来年度予算案の個人市民税収入５５億円にふ
るさと寄付による流出は織り込んでいるのか。

①５億５，０００万円を上回る見込みです。
②令和２年度１億２６２万円、令和３年度

１億３，２５７万円、令和４年度１億７，４８８万円
です。③市民税の歳入の積算において寄付金控除な
ども考慮しており、令和５年度においては、前年度
同額の１億７，４００万円を見込んでいます。

他市町への市民税流出を抑えるため、小中学
生に税と行政サービスの関係について教育す

べきでは。
基本的な税の教育は現在でもしています。

フレイル予防や介護・認知症予防などに利活
用でき、全国でも導入する自治体や民間施設

で増えている e スポーツを活用した事業について市
の考えは。

e スポーツは、高齢者の筋力や認知機能の低
下に対し、手先を使ったりすることで脳の活

性化などが図れます。本市で現在実施している「ひ
がしおうみ元気キラリ体操」「スクエアステップ」
などの体操やニュースポーツを活用したフレイル予
防、介護、認知症予防に加え、新たなプログラムと
しての活用や、地域のサロンなどで子どもや若者と
高齢者が一緒に楽しめる世代間交流のゲームとして
の導入を検討します。

政府は、今年度から５年間をデジタル技術の
活用による地域活性化をめざす「デジタル田

園都市国家構想」を決定した。本市のＤＸ推進計画
は。

計画の主旨は、デジタル技術を活用して、市
民が生活の便利さと豊かさを実感できること

を目標としつつ、職員の顔が見える人と人とのつな
がりを大切にすることにより、うるおいとにぎわい
のまち東近江市を目指していくものです。

新八日市駅舎について、①地域活性化に活用
できるか。②修繕費用は。③駅舎保存の考え

は。
①現状のままでは、利用者の安全確保の点か
ら難しく、補修や耐震補強等が必要です。

② 7 年前の見積もりでは耐震工事だけで約６，７００
万円。また、周辺の整備に２億８，０００万円から４
億円程度かかると試算しています。③現在法定協議
会で鉄道資産管理の基本方針を検討しており、この
方針に基づいて判断します。

行政のＤＸ化について、①市民からＤＸの
ニーズや意見を聞く機会は。②全ての職員が

ＤＸによる課題解決のための手法を共に作り上げて
いくことが重要では。③将来メタバース（仮想空間）
の中で障害者や生きづらさを持った人を支援できる
ようになるか。

①市民アンケートでニーズや意見を聞きます。
②全職員を対象にデジタルツールの活用や情

報セキュリティ知識の習熟を目指す研修を実施しま
す。③支援の１つになる可能性があると考えます。

中心市街地活性化基本計画について、①松原
鉄工所跡市有地活用について、どのような内

容で募集したのか。また、今回の基本計画に記載さ
れていない理由は。②都市計画道路整備事業の完成
年度は。

①当時は民間事業者と接触し、その事業化の
可能性を探っていましたが、募集には至って

いません。また、過去の経過や新型コロナウイルス
感染症の拡大による経済の状況を見る中で、官庁街
では貴重なまとまった土地であり、市全体の施策の
中で活用を検討することが必要と考え、今回の計画
策定時に方向性を示すに至らなかったことから基本
計画に記載していません。②中心市街地活性化基本
計画には、都市計画道路３路線を計画に挙げており、
現在は都市計画道路尻無愛知川線（金屋工区）に傾
注し、進めています。この道路は金屋大通りから国
道４２１号をつなぐ道路新設事業で、これまでに予
備設計や交差点協議は完了しています。令和５年度
には詳細設計を行い、早期事業化を図っていきたい
と考えています。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A
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■
統
一
地
方
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
投
票
率

の
低
下
や
、
無
投
票
当
選
、
定
数
割
れ
な
ど
、

議
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
の
課
題
も
浮
き
彫
り

と
な
り
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
の
投
票
率
の
低

さ
も
課
題
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
投
票
所
に
足

を
向
け
な
け
れ
ば
、
こ
の
先
、
全
体
の
投
票
率

向
上
は
見
込
め
な
い
の
が
現
状
で
す
。
■
５
月

８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

法
上
の
類
型
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
「
５

類
」
へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
発
症
か
ら
３
年

余
り
、
マ
ス
ク
着
用
が
当
た
り
前
と
な
り
、
行

事
の
自
粛
や
行
動
制
限
な
ど
で
自
己
を
発
散
す

る
機
会
を
逸
し
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
に

ぎ
わ
い
や
行
動
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

■
今
号
は
閉
塞
感
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
イ

ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
や
か
な
写
真
を
多

く
取
り
上
げ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
表
紙
の
写

真
は
、再
開
さ
れ
た
春
の
例
大
祭
の
写
真
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

が
途
絶
え
る
こ
と
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。
選

挙
制
度
は
も
っ
と
深
刻
か
も
。　
追
記　
感
染

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
己
の
用
心
は
必
要
で
す
。

　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

次回 6月定例会

※ 各日とも、午前９時３０分から開始します。

※ 日程および時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では皆さまの傍聴

をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に東近江市役所本館３階の議会事

務局窓口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の傍聴 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

6/4 5
開会

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16
一般質問

17

18 19
一般質問

20
一般質問

21
総務委員会

22
福祉教育こ
ども委員会

23
産業建設
委員会

24

25 26 27 28
予算決算
委員会

29 30
閉会
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2 3 4 5 6 7 8

東近江市議会だより

令和５年３月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 公明党 新政
無所属

無
会
派

結
　
果

賛
成
・
反
対

森
　
　
鉄
兵

浅
居
　
　
笑

山
本
　
直
彦

青
山
　
孝
司

鈴
木
　
則
彦

西
村
　
和
恭

田
井
中
丈
三

森
田
　
德
治

西
﨑
　
　
彰

西
澤
　
由
男

和
田
　
喜
藏

市
木
　
　
徹

大
橋
　
保
治

櫻
　
　
直
美

辻
　
　
英
幸

安
田
　
高
玄

廣
田
　
耕
康

山
中
　
一
志

田
郷
　
　
正

吉
坂
　
　
豊

竹
内
　
典
子

中
村
　
和
広

井
上
　
　
均

大
洞
　
共
一

議案第３号 
令和５年度東近江市一般会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○○

議
　
長

○○○×××○○○○○

議案第４号 
令和５年度東近江市国民健康保険（事業勘定）
特別会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○○ ○○○×××○○○○○

議案第６号 
令和５年度東近江市後期高齢者医療特別会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○○ ○○○×××○○○○○

議案第７号 
令和５年度東近江市介護保険特別会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○○ ○○○×××○○○○○

議案第２２号 
東近江市開発許可の基準等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

可
決

18
・
5
○○○○○○○○○○○○ ○○○×××○○××○

請願第１号 
物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求め
る請願書

不
採
択

5
・
18

×××××××××××× ×××○○○××〇〇×

○・・・賛成　×・・・反対（議長は採決に加わらない）

その他の議案等は全会一致で可決・承認されました。議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

編

集
後
記


